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学習指導

○主体的に学習しようとする態度の育成
を意図した授業づくりと基礎的・基本的
な知識・技能の定着
・学習規律の定着と家庭学習の充実
・朝学習の工夫と充実
・読書週間の設定等、読書習慣をつけるための取組
と家庭への啓発
・自主的に学習しようとする態度の育成
・兵庫型新学習システムや教科担任制、指導方法お
よび指導体制の工夫と改善
・情報機器を積極的に活用する等学習意欲を高める
指導方法の工夫
・個々の児童の理解度に応じた支援を行うジャンプ
アップ教室（放課後学習）の充実

・学習規律について具体的に職員で共通理解し、平田小全体として同じ基準で取り組んだ。その結果、落ち着いて集中して授
業に向かう姿が増えた。家庭学習では、家庭の協力により学習週間の定着が身についている児童が増えた。
・朝学習では、１週間ずつAIドリルを活用して国語科と算数科の学習をしたり読書をしたりした。１時間目の授業に落ち着い
て臨めるようになったものの、国語科・算数科の積み上げについては見えなかった。
・図書委員会と連携を取り、読書週間を設定したり普段から読書の記録をつけるようにしたりした。
・児童の自主的な学習に取り組む姿を目指して、授業の中で学年に応じて自己決定できる場面を設定したり振り返りにおいて
児童の学びの進度を認知できるようにしたりした。その結果、自分から進んで授業に臨もうとする姿が増えた。４学年以上の
家庭学習では、「自主学習」として児童自ら内容を自己決定して学習に取り組み、自分で学習内容を決定する経験を積ませ
た。
・各学年の児童の実態から、指導の方法を吟味し、日々振り返って修正しながら授業を行った。ICTを使った視覚支援の工夫
や特別支援教育指導補助員の配置による児童支援を行った。５、６年生は体育と社会において教科担任制を行い、準備する教
科を減らし１教科の授業研究する時間を増やした。
・児童全員の意見が一目で見ることができるようにしたり図を示したりしてICTを活用した。短時間で友だちの意見を確認し
たりイメージをもったりすることで、「できそうだ」という自信を高め意欲的に取り組もうとする姿が増えた。
・今年度もジャンプアップタイム教室を２、３年生対象に行い、基礎基本の定着を行った。

Ｂ

・引き続き、学習規律について共通理解しながら平田小全体として同じ指導を行う。家庭での学習については、
家庭学習週間を継続するなどして学習時間を長くできるようにするととももに学年に応じた工夫を考える。
・朝学習を毎日読書にすることで、読書を生活の一部に定着させる。また、図書委員会の活動をさらに活発化し
て、読書についての意識を高める。
・授業の中で、授業に関連する学習内容や量を決めるといったように自己決定の幅を学年や児童に応じて広げて
いく。また、４学年以上の家庭学習における「自主学習」を継続するとともに、「自主学習展」を開催するなど
低学年への啓発も続ける。
・教科担任制については、授業研究時間を増やせることで児童が受ける教育の質向上を臨めることから、学年や
児童に応じてさらに進められるところを探る。また、視覚支援を中心にさらに工夫できるよう努める。
・ICT機器の活用を軸にしてさらに授業に工夫を行い、「できそうだ」という自信につなげる。
・ジャンプアップタイムを継続し、基礎基本を中心にそれぞれの児童の理解度を高めることを目指す。

評価Ｂは適切である。

さまざまな家庭環境がある中、基礎基本の定着を図ることはなか
なか難しいことである。家庭とともに子どもの小さな頑張りを肯
定的に評価してやることが大切である。全職員で全校生一人一人
に個が伸びる言葉かけをお願いしたい。
R7年度に向けた改善の方策で、委員会活動を取り入れた読書活動
の活性化が述べられていたので、期待している。活字離れの進む
中、読書習慣の定着はなかなか難しいとは思うが、心を育てる読
書のすばらしさを指導していってほしい。

道徳
・

人権教育

○人間尊重の精神の育成および人権教育
の推進
・「特別の教科 道徳」の充実に向けた授業の工夫
・教育活動全般を通した道徳的心情、判断力、道徳
的実践意欲と実践力の育成
・自尊感情を高め、自己実現をめざす意欲や態度の
育成
・共生の観点からの豊かな人権感覚の育成と人権文
化の構築
・主体的で実践的な人権学習活動の充実
・全教育活動を通して取り組む人権教育年間指導計
画の見直し
・家庭や地域と連携した取組の充実

・道徳的価値を意識した教材研究を行い、対話を重視して自分と異なる意見の他者との認め合いを促したり振り返りにおいて
自分を見つめる活動を取り入れて学校生活に生かせるようにしたりした。授業の中で、友だちの意見を真剣に聞こうとする場
面や、学校生活の何気ない場面で道徳の授業の話を関連させて話す姿が見られることがあった。
・道徳的価値について朝の会や関連する場面において問うなどして、常に子どもの中で考えがアップデートし生活に生かせる
ようにした。
・心理的安心感を意識した教師の関わりによって自分の思いを話しやすい学級の雰囲気を目指し、子どもが自分のことを認め
られるようにした。
・教育事業では、人権・基礎・生活の３つの柱を中心とした日々の学習や、地域指導者の方を招いての学習を通して、地域の
歴史や暮らしぶり、地域指導者の方の願いを知ったうえで、人権に関する問題に取り組んだ。さらに、担当教員だけでなく、
全職員で関わり、学級生の人権意識を高めたり、仲間づくりを進めたりした。さらに、活動内容についてまとめたものを掲示
することで、教育事業の取組を全校生に広げた。
・親子人権学習では、学年に応じたテーマを設定して取り組み、家庭と連携して様々な人権問題について学びを共有した。ま
た、人権ふれあい集会では、学年の代表児童の人権作文や青空学級の発表を聞いて、全校生で感想を交流した。
・人権ふれあい月間には、読み聞かせボランティアの方々と連携して「人権」をテーマとした本を読み聞かせいただいた。家
族やLGBTQ、命に関することなど、児童の発達段階に応じた内容のものを聞き、人権感覚の育成を行った。

Ａ

・学校生活の中で、相手を傷つける言動はまだまだ見受けられる。また、困っている友だちの気持ちを想像でき
ても行動にうつせないことが多い。道徳的価値を意識するなどした授業の継続が必要である。
・朝の会等に道徳的価値に関連する話題を用いる機会を増やすなど、子どもが常に意識して考え続ける工夫が必
要である。
・自分に自信をもてなかったり相手を傷つける言動をしたりする子どもがいる。子どもが安心して過ごせるよう
な教室づくりを継続するとともに、研修の機会を設けて教師の学びも必要である。
・教育事業では、これまでの取組状況や他校との意見交流等をもとに、年間計画を立て、活動を進めていく。ま
た、来年度も引き続き、担当教員だけでなく、全教員が関わることで、それぞれの得意分野をいかしながら学級
生の人権意識を高めたり、仲間づくりや地域づくりを進める。また、保護者にも教育事業の活動や意義について
知っていただくために、情報発信する機会や方法を工夫し、増やせるように努める。
・今年度PTA人権講演会では、助産師の方に命をテーマに講演いただいた。体験もあり、経験談もあり、とても充
実したものだった。来年度はより多くの保護者や地域の方々が参加できるように内容を検討し、推進する。

学校の評価はＢであったが、Ａが妥当である。

道徳・人権教育に熱心に取り組む教職員の評価や児童の評価に、
これまでに培ってきたものが表れている。今後は保護者に学校の
取組等を、より強く効果的に広報されてみてはどうか。

生徒指導

○社会性と自立心の育成
・一人一人の内面理解に基づく、個々の特性や発達
段階に応じた指導の工夫
・「三木市不登校対策アクションプラン」を軸とし
て、SC、SSW、関係機関等を積極的に活用・連携し、
一人一人に応じた支援の実施
・いじめの未然防止、早期発見、早期対応に向け
た、いじめ対応マニュアルに基づく組織的な指導、
相談体制の充実
・基本的な生活習慣の定着を目指した、児童の自立
心を育成するための必要な情報や取組を共有した家
庭との連携
・家庭と連携しながら、タブレット端末を安全かつ
適切に活用する力（ICTスキルやネットモラル）の、
実践的かつ段階的な育成

・学期ごとに「生活アンケート（いじめに関する内容）」の実施や「カウンセリングウィーク」を設定し、児童の問題行動等の早期発見や
解決を心がけた。SCや教育委員会などの関係機関と連携し、細めにケース会議を開くなどして組織的な対応に努めた。
・不登校児童への対応は、保護者への連絡を密に行い、また、本人の意思を十分に確認しながら、本人のペースを尊重した登校の機
会を持つことができた。一方で、様々な理由で登校を渋る児童が増えてきている現状もある。
・「平田っ子のきまり」を配布し、校内外でのルールやマナーを守る意識付けを行うとともに、不適切な行動には毅然とした指導を
行っているが課題は依然として多い。改善面は、業間休みや昼休みの終わりの時間を意識し、５分前行動ができる児童が増えた。
・児童会と連携して、児童が「各月の生活目標」を立てるように仕組みを変えた。「あいさつ運動」を継続的に行い自分からあいさつ
ができる児童を目指して今年度も取り組んだ。その成果として自分事として、学校生活をよくしていく考えを持てるようになってき
ている。
・児童、保護者向けに「平田っ子のきまり(ネットモラル教室)」を配布したり、ネットモラル教室を開催したりして取り組みを進めた。
しかし、タブレットでのトラブルや家庭での時間を意識しない使い方など、児童のネットモラルをさらに高めていく必要がある。

Ｂ

・いじめ問題をはじめとする問題行動の未然防止・早期発見・解決を図るために、生活アンケートの質問内容を再検討
する。また、子どもの変容について把握するために、カウンセリングウィーク後に、各学年グループ等で聞き取りの結
果を共有する場を設ける。学校全体で全児童を見取り、早期にケース会議を開くなど、組織で対応できる体制づくり
をさらに図る。
・SCや子育て支援課、不登校サポーター等、関係機関との連携をさらに深め、諸問題に組織で対応する。同時に、未然
防止の視点に立って、共感的な人間関係作りや自己決定の場の提供などを教育活動の中で工夫し、実践する。
・基本的な生活習慣については、今後も、継続的に指導を行う。場に応じた適切な言葉遣い、友達関係等については、
適宜、家庭と連携して指導を行う。代表委員会と連携した「各月の生活目標の設定」及び、児童会と連携した「あいさつ
運動」は、今後も継続的に実施する。
・廊下を安全に移動する必要性を説明し、継続して指導することで規範意識を高める。合わせて危険箇所などを生活
指導委員会などで協議して確認し、事前に怪我を予防する対策をとる。
・ネットモラル指導については、低学年のうちから育成と向上に努め、早い段階から規範意識を高められるように努め
る。また、PTAや児童会との連携をさらに図り、家庭内のルール作りを進める。

評価Ｂは概ね適切であるが、Ａに近いと考えられる。

多様な考え方がある中、教職員の子ども達への指導が困難さを増
していると推察される。信念をもって指導にあたっていただきた
いと思う。また、学校・家庭・地域の三者および関係機関が連携
を密に取り、いじめや問題行動等の未然防止・早期発見に努めて
いただきたい。

特別支援教育

○共に育つ特別支援教育の充実
・一人一人の教育的ニーズに応じた教育的支援およ
び合理的配慮の提供
・特別な支援を必要とする児童の共通理解と組織的
な指導と支援体制の充実
・研修内容の充実および、SC、SSW、学校生活支援教
員等との校内連携による教育的支援の充実
・特別支援学級の児童と通常学級の児童とが相互に
理解を深めていける学習活動の工夫
・関係機関（市役所、医療機関、療育や福祉事業
所、特別支援学校等）との連携の強化
・地域、保護者への理解と啓発の取組

・支援を必要とする児童を全職員で共有し、家庭・関係機関との連携･連絡を密にしながら、個別の支援･指導計画を作成する
ことで、保護者の願いや一人一人の教育的ニーズに応じた支援に取り組んだ。
・月例委員会で、情報交換や児童への支援の仕方の検討・支援体制の構築を行い、情報を職員会議で共通理解することで、よ
り良い支援方法を模索・推進した。また、新たに支援が必要となった際は、支援体制を組み直し、児童が安心して過ごせるよ
う支援方法を協議した。学校行事では、保護者･教職員へ児童の参加方法や目標･支援体制の共有を行い、起こりうる非常事態
を想定し、体制を整えた。
・特別支援学級間で交流の時間を設け、児童が互いに認め合い、高め合える関係づくりに努めた。特別支援学級と通常学級の
交流及び共同学習を推進する際には、特支担と通常担とで、参加の仕方や支援方法を共有し、ともに尊重し、助け合いながら
生活していく集団作りや、インクルーシブ教育の理解を図った。
・必要に応じて、関係機関（SC、SSW、学校生活支援教員など）との連携を図り、児童が落ち着いて楽しく学校生活が送れる
よう、より良い支援方法を模索した。
・教育相談や個人懇談の時だけでなく、普段から連絡帳や家庭連絡等で学校での様子を知らせ、今後の学習方法や支援方法、
目標を保護者と共有することで、児童にとっても保護者にとっても学校が安心して過ごせる場所となるよう努めた。

Ｂ

・支援を必要とする児童についての情報を確実に次学年へ引き継ぎ、必要とされる支援や合理的配慮について職
員で共通理解する。また、これまでの取組を複数の目で見直し、修正するとともに、要支援児童について定期的
な話し合いをする場を設け、家庭や関係機関との連携・連絡を密にし、一人一人の教育的ニーズに対応した取組
を継続する。
・全教職員で要支援児童への支援の在り方や合理的配慮についての研修を継続し、理解を深める。また、非常事
態を想定した訓練や研修を定期的に行い、支援体制を整えられるよう努める。
・学校生活支援教員やSCとの情報共有がスムーズになってきたので、来年度はSSWやその他の専門的な機関とも連
携を密にしていく。児童の生活や学習の様子など情報を引き続き共有し、より良い支援や、合理的配慮が行える
よう推進していく。また、中学校へ向けて、情報を進学先へ確実に引き継いでいく。
・特別支援学級間や、通常学級の児童との交流の場では、児童それぞれに合った目標を設定するとともに、とも
に認め合い、高め合える集団作りの場となるよう構築に努める。
・関係機関と児童の実態や支援方法を共有し、児童がのびのびと成長していける支援に努める。
・普段から学校での様子を保護者に知らせる取組を継続し、児童にとっても保護者にとっても学校が安心して過
ごせる場所となるよう努める。

評価Ｂは適切である。

支援を必要とする児童については、全教職員の共通理解および家
庭との連携が重要であり、日々の教職員間の「報連相」が欠かせ
ない。チーム平田で、共に育つ特別支援教育の充実を、より一層
進めていただきたい。

専門性と
資質の向上

○指導力の向上と授業改善
・研修の工夫や充実による基礎学力の定着を目指し
た指導力の向上
・一人一授業公開による指導力の向上と授業改善
・タブレット端末の活用等新たな教育課題への対応
力の向上
・小中一貫教育に向けての研修の充実

・主体性を高める研究テーマにしぼった事後検討会を行い、成果と課題を導出した。また、研究の成果を普段の授業に取り入
れることで、児童の主体性を高めた。国語科や算数科では、授業の始まりに漢字や計算を毎時間取り入れ、基礎学力の底上げ
を行った。
・一人一授業によって児童の学びと主体性を高めることを目的にして方法を探究した。また、事後検討会において、振り返り
を行い、普段の授業改善を行った。
・タブレット活用の研修への自主的な参加や、学年による使い方の共有等を図り、ICT活用による効率の良い教育を目指し
た。
・中学校区で各教科部会に分かれて９年間を見通した重点項目やカリキュラム作成を行ったり、中学校校区の他小学校との児
童同士の交流を行ったりした。

Ｂ

・主体性を高める研究および、基礎教科である国語科算数科の授業初めに漢字や計算を継続するとともに、その
あり方について児童の実態に応じて改善に取り組む。
・一人一授業の継続と事前事後検討会の充実に取り組む。
・タブレットの使い方を中心にICT機器取り扱いの研修を行う。
・中学校区で作成した重点項目を意識した授業づくりや児童の実態から重点項目の修正を行う。また、中学校区
における教職員の交流を行い、中学校卒業時の生徒像を共通理解して各校の指導を考える。

評価Ｂは概ね適切であるが、Ａに近いと考えられる。

学校を取り巻く社会環境が大きく変化している中、教職員は本当
に多忙な日々を送っていると考える。スキルアップを目指しての
研修の時間もなかなか容易ではないと思うが、子どもたちの評価
にも表れているように、これまで以上に自信をもって日頃の指導
を実践していただきたい。

防災・安全

○防災教育・安全指導
・児童の安全面に配慮する防災教育の充実
・緊急時に備えたシミュレーション研修の実施
・災害時等を想定した保護者引渡し体制の充実
・登下校時等の安全指導の実施
・学校設備の安全点検

・事前指導した上で地震や火災を想定した避難訓練を行った。休み時間に災害が起きることを想定し自分で考えて行動する訓
練ができた。また、各家庭で家族防災会議を実施してもらい、学校外で被災した際にどのように連絡を取り合い、どこに集ま
るのかを話し合う機会を設け防災意識を高めた。
・防犯に関するシュミレーション研修を設け、不審者から児童を守る動きを確認し、児童との防犯訓練に取り組んだ。
・引き渡し訓練の際に、リモート会議システムを活用し、状況を共有しつつスムーズに引き渡す工夫ができた。
・学期ごとの地区児童会に加え、一斉下校や定期的な登校指導など、教師が一緒に登下校しながら安全についての指導を行う
ことで、児童の実態把握や危険個所の把握・安全な歩き方の直接指導をすることができた。
・教室や遊具の安全点検を行い、修繕箇所があったときには修繕を行ったり、配置を変えたりして安全に使用できるように取
り組んだ。

Ａ

・児童が自分の身を自分で守れるように、登校直後や休み時間中等を想定した訓練を実施する。
・職員が児童を守れるように防災時のシュミレーション研修を充実させる。防災マニュアルに設定している役割
についてどの担当になっても担えるように研修する。
・引き渡しはリモートを使った方法が定着してきた。どの職員も確実にできるよう継続する。
・定期的な登下校指導や交通安全教室などを継続して実施し、児童の安全教育に努める。また、学年に応じた登
下校の仕方や安全な歩き方・帰宅後の過ごし方など、地区児童会だけでなく、学級・学年・学校全体（集会や一
斉下校での講話など）で安全教育を日々行うことで、児童一人一人の安全意識をさらに高めていく。

評価Ａは適切である。

三者の評価結果にあるように、防災や安全についての指導が、子
ども達に浸透していると考えられる。しかしながら、天災はいつ
起こるかわからない。事あるごとに繰り返し指導をお願いした
い。また、命を守るための行動ができるように、発達段階に応じ
た指導をお願いしたい。

家庭・地域等
との連携

○信頼される学校づくり
・地域素材・人材・関係機関との連携による特色あ
る学校づくり
・ふるさとを大切に思い、地域の一員としての自覚
の育成
・ホームページやすぐーるなどによる積極的かつ迅
速な学校情報の発信
・すぐーる等を活用した保護者との意思疎通の拡
大・オープンスクールや学校評価による学校教育の
改善

・総合的な学習の時間に、市や地域のゲストティーチャーを講師に迎え、福祉学習や米作りの環境体験学習に生かすことがで
きた。クラブ活動では、「グランドゴルフ」で、地域のゲストティーチャーに指導していただいた。
・「金物体験」を親子で実施し、三木の伝統産業のよさを実体験する機会をもった。
・すぐーるにより、学校や学年だより、各学年の行事の様子写真などを保護者に対して積極的に行った。また、三木市からの
様々なお知らせを配信し、各家庭で活用していただいた。また、日々の欠席連絡や健康観察、必要に応じた連絡を行うことで
保護者と連絡がスムーズに取れるようになった。
・運動会やオープンスクール、音楽会などの行事を実施し多数の保護者に参加していただいた。

Ｂ

・生活科や総合的な学習の時間を中心に、地域・家庭と連携し、ふるさと三木に関する学習を進める。
・オープンスクールや学校行事等が、児童にとって充実したものになるように在り方を工夫し、保護者や地域の
方々と連携を図りながら参加していただけるように努める。
・クラブ活動では、今後とも継続して地域のゲストティーチャーをお招きし、よりよい活動に向けて取り組む。
・すぐーる、HPを活用して、学校の取組をより多く地域や家庭に知らせていく。

評価Ｂは概ね適切である。

少子化が進む中、地域社会とのつながりの減少が教育力の低下に
つながっていると言われている。現状ではなかなか困難かと思う
が、今後は、地域にあるさまざまな関係団体と連携し、地域で子
ども達を育てる取組ができたらと考える。

令和６年度　学校評価　学校関係者評価書

　―自己を磨き　共に伸びる－　　夢に向かい　次の一歩を踏み出す　平田っ子 学校職員、児童、保護者の三者を対象にアンケートを実施しており、その結果を数値化し、経年
変化をみながら評価基準に照らして総合評価している。また、保護者と児童のアンケート結果を
グラフ化し、比較することにより実態をより的確に把握しようとしている。工夫された教育活動
や方法を柔軟に取り入れ、児童や保護者、地域へ働きかけ、その結果を加味しながら自己評価し
ている。したがって、自己評価方法は適切である。学校での課題、問題点などを保護者とともに
共有し、相互理解を深める取組が重要である。

自らの夢の実現に向け、周りの人と協調しながら、努力してくことが出来る児童の育成
・基礎的、基本的な知識・技能の確実な定着　・主体的に学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力の育成　・望ましい生活習慣と社会性の育成　・互いに認め合い、自他ともによりよく生きる力の育成


